
円卓を囲んで、みんな真剣です。
1つ 1つ問題が解けるたびに笑顔になります。
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子
ど
も
た
ち
誰
も
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
よ
り
生
活
困
窮
者
は
増
大
し
、
貧
困
家
庭
の
中
で
高
校
に
進
学
し
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
生
活
保
護
受
給
者
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
現
状
と
埼
玉
県
で
ス
タ
ー
ト
し
た
学
習
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ー
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
ー

ま
と
め

　学習教室の会場は県内5か所（※）
の老人福祉施設の会議室などを使用
しています。これは、福祉の現場を
見てもらうことで、福祉を身近に感
じてもらうためです。ボランティア
等をする機会を作ることにより、勉
強をするだけでなく、人としての成
長を促したいと思っています。
　例え失敗しても、何度でも人生
はチャレンジできます。「生活保護
受給者チャレンジ支援事業」とい
う事業名にはその気持ちが込めら
れています。子どもの可能性を家
庭環境や社会情勢を理由につぶす
ことなく、一人一人の可能性を引
き出せるようにしていきたいと思
います。

※熊谷市・春日部市・川口市・新座市
　およびふじみ野市の5か所

　生活保護世帯の全日制高校への
進学率が低い背景には、学力の問
題だけでなく、経済的事情から塾
などに通わせることができないと
いった問題や、兄弟姉妹がいる場
合に子ども自身が弟や妹のために
自分は進学せず早く就職しようと
するなど、複合的な要因がありま
す。「教育支援員事業」の取り組み
は、孤立しがちな貧困家庭の保護
者にとっても、自分の子どもの将
来を真剣に考えてくれる人がいる
という、大きな支えになります。
　貧困家庭の子どもを支援してい
くためには、福祉と教育がつなが
り、相乗効果でよくしていく必要
があります。地域社会の中で、い
かに大人が子どもの応援団になれ
るかが課題です。また、高校進学
のみならず、生活困窮の中で暮ら
す現実を理解し、社会全体で支え
ていくことが求められています。

の
中
学
３
年
生
８
０
０
人
と
そ
の
保
護
者
に
会
い
、
高
校

進
学
の
必
要
性
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
習
教
室
へ
の

参
加
を
促
し
ま
す
。
学
習
教
室
で
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
学
習
指
導
に
よ
り
基
礎
学
力
の

向
上
を
図
り
、
高
校
入
学
ま
で
支
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
江
戸
川
区
や
釧
路
市
な
ど
、
貧
困
家
庭
を

対
象
と
し
た
学
習
支
援
は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
県
域

で
の
取
り
組
み
と
し
て
行
う
の
は
、
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
内
中
学
生
の
全
日
制
高
校
の
進
学
率
は

93
・
５
％
で
し
た
が
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学
生
は
67
・

８
％
と
、
３
人
に
１
人
は
全
日
制
に
通
っ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。

　
親
が
無
職
や
低
所
得
で
あ
る
と
、
住
ま
い
や
生
活
が
不

安
定
に
な
り
易
く
、
ま
た
、
夫
婦
間
で
の
暴
力
や
離
婚
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
す
る
声

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
低
所
得
世
帯
ほ
ど
子

ど
も
の
こ
と
で
相
談
相
手
が
い
な
い
割
合
が
高
く
、
孤

立
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
不
安
定
な
家
庭
環
境
は
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
と

し
て
望
ま
し
く
な
く
、
学
力
低
下
や
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
・
非
行
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
や
す
く
な
る

場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
病
院
に
入
院
中
の
息
子
と
そ
の
2
人
の
子
（
孫
）

の
４
人
暮
ら
し
で
す
。

　
孫
の
2
人
は
中
３
の
女
の
子
と
中
２
の
男
の
子

で
、
2
人
と
も
明
る
く
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い

て
部
活
動
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
中
３
の
子
は

来
年
高
校
受
験
で
す
。
進
学
に
備
え
て
友
達
と
同

じ
よ
う
に
塾
に
通
わ
せ
た
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な

金
銭
的
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
足
や
腰
が
痛
い
と
き
は
、
家
事
の
手
伝
い

を
進
ん
で
し
て
く
れ
る
優
し
い
子
た
ち
な
の
で
何

と
か
し
て
や
り
た
い
で
す
。

全
国
初
の
県
域
に
お
け
る

学
習
支
援

貧
困
家
庭
の
現
状

生
活
保
護
受
給
中
の
女
性（
64
歳
）

全
国
初
の
県
域
に
お
け
る

学
習
支
援

実
際
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
教
室
で
は
、
休
憩
時
間

に
な
っ
て
も
勉
強
を
続
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
埼
玉
県
の
委
託
を
受
け
事
業
を
推
進
す
る
組
織
「
ア

ス
ポ
ー
ト
」
（
明
日
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
明
日
に
向
か
っ

て
船
出
を
す
る
港
の
意
味
）
に
は
、
教
員O

B
等
の
教

育
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
支
援
員
は
福

祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
同
行
し
て
保
護
家
庭

　
「
最
初
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
け
ど
、来
て
よ
か
っ
た
」

「
ず
っ
と
苦
手
だ
っ
た
数
学
の
問
題
が
、
よ
く
分
か
っ

た
」
と
学
習
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
。

　
埼
玉
県
で
は
、「
生
活
保
護
受
給
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
」
を
９
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。「
就
労
」「
住

ま
い
」「
教
育
」
を
支
援
す
る
３
本
柱
の
事
業
で
す
が
、

そ
の
中
の
「
教
育
支
援
員
事
業
」
は
、
生
活
保
護
受
給

者
世
帯
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
無
料
の
学
習
支
援
を

す
る
取
り
組
み
で
、
貧
困
の
連
鎖
防
止
が
目
的
で
す
。

　
県
の
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
学
習
支
援
は
、
貧
困
家

庭
の
子
ど
も
へ
の
心
強
い
支
援
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

第
一
歩
と
言
え
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
今
後
さ
ら
に

広
げ
て
い
く
に
は
、
よ
り
多
く
の
会
場
の
確
保
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
が
必
要
で
す
。
本
会
も
市
町
村

社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
等
と
連
携
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

埼玉県福祉部
社会福祉課
主幹
岸田 正寿さん

●福祉と教育をつなぐ

立教大学
コミュニティ
福祉学部　教授
湯澤直美さん

１９．７％
１４．８％
８．６％
６．９％
４．７％
４．７％
０．０％

１９．７％
１５．３％
１１．０％
８．６％
６．０％
１６．８％
６．３％

～２００万　
～３００万　
～４００万　
～５００万　
～７００万　
～１０００万　
　　１００１万～

年収（円）

子育て環境と年収の関係

出所：松本伊智朗「子ども：子どもの貧困と社会的公正」
　　　青木紀・杉村宏編著「現代の貧困と不平等－日本・アメリ
　　　カの現実と反貧困戦略」
　　　明石書店、２００７
注：小２・小５・中２の子を持つ親を対象

子
ど
も
の
こ
と
で

相
談
相
手
が

家
族
の
中
に
い
な
い

子
ど
も
の
こ
と
で

相
談
相
手
が

家
族
の
外
に
い
な
い

●子どもたちにチャンスを


